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(論文)

展示 と 陳列

一一博物館・博物館学・展示学に於ける用語の適否に関する一考察一一

私は，国語学者でも，国語の教師でもない。博物

館学を専攻するごくありふれた日本人の一学徒であ

る。

そのような私ではあるが，国語で警かれた博物館

や博物館学に関する著書や雑誌掲載の論文などを読

むたびごとに常々気に掛かつてきたことがある。そ

れは，一般に「国語(言葉)の乱れ」と総称される

範囲のものである。勿論，本来その「乱れ」の中に

は，片仮名言葉や俗語の問題も含まれようが，とり

わけ気に掛かるのは言葉の誤用と思われるものにつ

いてである。

博物館や博物館学，或はそれらと関係の深い展示

学の中では，他の諸学同様，特定の言葉が頻繁に用

いられ，あたかも専門用語であるかのような観が認

められる。ところが，そのような言葉に限って使わ

れ方には必ずしも一定したものがなく，様々な意味

に用いられることが多い。無論，言葉には，その成

り立ちに応じて複数の語義を伴うことは充分に承知

している。しかし，それにも拘らず，どうみても納

得し難い意味に使われているものの存在に気付いて

閉口することが多いのである。しかも，中には，国

語の常識からみて到底あり得ないと思われるような

意味に使われているものもあり，迷惑することがし

ばしばある。況して，それが学界の指導的立場にあ

る学者によって書かれたものとなれば，その言葉が

用いられた真意をはかりかね甚だ心もとない思いを

させられることもある。

結局，そのように一つの言葉が規律なく様々な意

味に使われるとするならば，読み手や聞き手に対す

る意志の円滑な伝達が阻まれ，博物館界や，博物館・
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展示両学界は徒に混乱し，延ては誤解の機会だけが

増える原因ともなりかねないのである。

そこで，今乙こに，それらの世界では極めて冷淡

に扱われつつある「陳列j と，逆に使われる機会が

多く専門用語の観を深めている「展示」とを取り上

げ，この問題について考えてみることにする。
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先ず「陳列」の使用例について検討を試みること

とする。

この語は，元々国語として，品物等を「並べる」

意の普通名詞に，またはサ行変格活用の他動調に用

いられてきた。そして，その語義は，例えば『日本

国語大辞典』第13巻(小学館，昭和50年刊)に拠れ

ば，次のように解説される (605頁)。

ちんーれつ【陳列】〔名} 並べつらねること。

また，ずらりと並ぶこと。多く人に見せるた

めに物品を並べることをいう。*続日本紀一

和銅三年正月壬子「会 11 叫1 :\1き m=:;t*告別法恨

困余臨霊堂 11 宗猛\l:j( l' ru-> II 坦ト〈援i収納FI

匡矧J *地蔵菩薩霊験記一一・五「堅甲利器

陳列(チンレツ)して幡を焼かし屯を張と云と

も J *西国立志編〈中村正直訳> 11 ・ 17 I学

術の為に天工人造の万物を陳列する大院J * 
虞美人草〈夏目激石> 14 I はあ大分奇麗な本

が陳列してゐる J *漢書朱買臣伝「黒岩誌

醤 II~吾幽 1 J 
そこで，昭和20年代に到るまでの博物館に関する書

物を繕くと，資料の排列についての項目は.1陳列法J

等と表現されることが極く当前であった。そして，

その後，如何なる事情によるかは俄に判断しかねる



が，これに替って「展示法J 等が用いられるように

なっている。そんな訳で，博物館やそれに係わる学

問の世界では，現在，死語とは言わないが，極めて

稀にしか用いられることがなく，況して章・節の見

出語として登場することはなくなった。

勿論，ものを「並べる」ことを「陳列」と表現す

ることは，相変らず国語の中に生きており，後に引

用する博物館関係書籍中に診ても時折見掛けるとこ

ろである。

一方，博物館学関係者の中には，この語が示す行

為，または，その行為の結果としての状態には「見

る人への配慮」が稀薄とみる捉え方や，この語を「何

らの意図も思想、もなしただ雑然と並べるJ の意と

する捉え方が存在する。例えば，倉田公裕氏は「美

術系博物館一ーその展示の基礎J (W博物館学講座』

第 7 巻，雄山闇出版，昭和56年刊)の中で，

陳列(Display) とは，文字通札、もの、、を列

をなして陳べるの意味であり，そこではあくま

で、もの、が中心で，見る人への配慮がないと

言うことでもないが，希薄であるように感じら

才Lる。

したがって，いまだに陳列室とか陳列とかの

語を用いている美術館は，まだ旧来の、もの、

中心の陳列を行っているきらいがあるようであ

る。

と述べ (160頁) ，加藤有次先生は『博物館学序論』

(雄山間出版，昭和52年刊)の中で，

従来の博物館の， r資料」を並べて観せる方法

には，きわめて主観的なものが多い。それは，

博物館が「もの」を並べて見せてやるという考

えの流れがあるからで，その並べ順を追ってみ

つめてみると，単に宝物の羅列であって，そこ

には何の意図も思想、もみとめることはできない。

これを「陳列j という言葉で表現することがで

きる。

と述べておられる (97頁)。これらは，現代の国語の

常識を遣に越えた解釈と言えよう。果して，この語

をそのような意味で使うことが可能なのであろうか。

「陳列」は，元来漢語である。それ故，その可能性

の有無を漢語に珍ける語義の中に探ってみることに

する。諸橋轍次氏著『大漢和辞典』巻11(大修館書

店，昭和34年刊)は，
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【陳列]t0 ならべつらねる。〔機抑'*回国連!tJ
早梨義盛 II~{H製 o (右京料理!t' ~1IT(æ::' ~季ドー!国

側駐〕鑑 II~判(!と， j眼 11 組関|斗付。〔ギ健F

J尽斗 1酪 11 トド恒設 1 j屋〕紹 11 時樹科目-ミ鑑定'

まま 11 昨紐1将í 1 2主娼明。

と説明し (875頁) ，諸橋轍次・鎌田正・米山寅太郎

三氏著『広漢和辞典』下巻(大修館書店，昭和57年

刊)は，

【陳列】 t3 つらなりならぶ。また，つらねなら

べる。ならべる。(鎚制m' *H1眠出世〕早謀議ふ恥

盛 11 一京モト1製 1 段隠れ
と記している (1107頁)。これらを読む限り，漢語に

於ける語義もまた現代国語と同じである。

要するに，この語は，元々「並べるj ことを意味

し，そこには，その行為の在り方や，結果について

の内容を含むことはない。実行者次第で，時には，

見る人への配慮を伴う陳列や，何らかの意図や思想

に基づいた陳列がなされ，時には，見る人への配慮

を伴わない陳列とか，全く意図も思想、もない無計画

な陳列が行われることもあり得るのである。

従って，前に例示した博物館学関係者による用例

は，誤用以外の何ものでもない。そしてまた， r陳列

室とか陳列とかの語」を使用する美術館を時代遅れ

であるかのように見るのは，その人自身の国語や漢

字に関する知識の貧困さを露呈するものにすぎない。

3. 

次に， r展示jの用法について検討を試みることと

する。その実際の用例を集成すると，四つに分類す

ることが出来る。先ずそれらの各類について，各々

の具体例や，そのような使い方が存在することを示

す文を博物館学者らの著述の中から例示しつつ紹介

することにしよう。

<A 類〉

「陳列」と同義，即ち「並べるj 及び「排列するJ

の意に使われるもの。

*木場一夫『新しい博物館一ーその機能と教育活

動一一~ (日本教育出版社，昭和24年刊)

展示品をケースに展示するには，展示品の性

質・形見犬によって色々の方法が工夫されなけれ

ばならない。 (57頁)

展示室に展示された標本や模型などには，丁寧



な説明がつけてあって，…… (87頁)

*棚橋源太郎『博物館事綱要j (理想社，昭和25年

刊)

而して研究資料はこれを貯蔵室に収容し，陳列

資料はこれを陳列館に展示すべきである。 (139

頁)

*倉田公裕「美術系博物館一ーその展示の基礎j

(前掲『博物館学講座J 第 7 巻)

つい先頃まで，陳列と展示は同意語として扱

われてきたが，最近ではほとんど展示という言

葉が用いられ陳列という言葉は全り用いられな

くなっている。 (160頁)

<B 類〉

「目的と思想をもって並べるJ の意に使われるも

の。 A類と近似するが，目的と思想の存在を「並べ

る j 行為の前提とする点が異なる。

*加藤有次『博物館学序論j (前掲)

しかし，今後，博物館のなかに「ものj を並

べるということには，一貫した理念がなければ

ならない。単なる並列，羅列ではなく，並べる

こと自体に目的をもたせ，思想をもたせて，そ

わが国の博物館管理者は展示は半永久的寿命を

もっていると信じているらしい。公立の博物館

では新設館の展示費は別として，展示替の予算

とか，修理，補修費は予算化の困難な費目なの

かも知れない。 (26頁)

*佐々木朝登「展示の構成と実施J (前掲『博物館

学講座』第 7 巻)

展示フローシートで示した博物館建設の過程

は，本来，博物館は建築を見せるのが目的では

なく，展示を見せる所である。 (98~99頁)

くD 類〉

「ものを並べて人々に見せる」の意に使われるもの。

*棚橋源太郎『博物館墜綱要j (前掲)

展示目標の確認博物館の展示方法は，また

陳列資料の性質とその展示の目的とに依って違

はなければならない。博物館で物品を陳列する

目的は，第ーは物品を観衆の眼に'除快に映ぜし

めること，第二は知識停遠の方便として物品を

利用すること，この二つ以外には出でない。 (157

頁)

こに並べられている資料が観る側の人を説得す 4. 

るものでなければならない。このような考え方 扱次に，以上回種の「展示」の用法の適否につい

にもとづいて「もの」を並べることを， r陳列j て考えてゆくことにしよう。

から区別して「展示」というのであるが，以後， この言葉は，第二次世界大戦終結前の国語辞典に

「展示」という言葉を，そのような概念として は登場することがなかった。終戦後になって初めて

扱うこととする。 (97~98頁) 収録されるようになる。例えば，昭和27年刊行の金

<C 類〉 津庄三郎氏編『康僻林j (三省堂刊)の新訂1153版に

「並べられた状態J r排列が完成している状態」の はなく，昭和33年に刊行された新版初版に到って，

意に使われるもの。 てんじ〔展示)(名)ひろげて示すこと。「一会j

*林公義「展示J (伊藤寿朗・森田恒之編『博物館 と記されるようになる(1440頁)。そして，現在では

概論J 学苑社，昭和53年刊) 殆どの辞書が収録するところとなっている。その語

観覧者は自由意志で展示をみているので，何か 義について，前掲『日本国語大辞典J 第14巻(昭和

の圧力が加わると自由意志が消失し，結果的に 50年刊)は，

は精神的に負担の多い展示という評価が下され てんーじ【展示】〔名〕 品物，作品などを並べ

る。全体として観覧者の知的レベルを知らず知 て一般の人人に見せること。ディスプレー。

らずのうちに向上させ，次の展示では何が得ら *特許法一二条・三「譲渡若しくは貸渡のた

れるのかという本人の意志が無意識に出てくる めに展示し」

ような展示方法がいわゆる理想ではないだろう と記している (332頁)。

か。 (329頁) 即ち，この言葉には，他者に対して，広げたり並

*新井重三「展示概論J (前掲『博物館学講座J 第 べたりして「示すj とか「見せるj という意味が存

7 巻) 在している。「広げる J r並べる」という前提あって
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の「示すJ r見せる」なのである。このことを裏付け

るかのように，博物館や博物館学・展示学以外の場

に於ける使用例を見ると，例えば国文学者の武田祐

吉博士は，昭和17年に刊行された『上代日本文筆』

(博文館刊)の中で，

言語に効果ありと矯す信仰は， I神の詔命と信

ずる言語に於いて，その最も強い場合を示す。

紳の意志は仲介者によって，言語の形となって

人の前に展示せられる。

と用いておられ (56頁) ，教育学者の遠藤五郎氏は，

『教育学事典』第 4 巻(平凡社，昭和31年刊)の「展

示」の項の中で，

学校における展示は，教材にかんする実物・

模型・作品などをある期間，継続的に陳列し，

児童・生徒の直観にうったえて，学習効果の向

上をねらう教育の一方法で，掲示とともに視聴

覚的方法のひとつである。

一般社会における展示は，民衆にたいする紹

介，啓蒙，宣伝を目的として，美術，工芸その

ほかいろいろの文化にかんする実物や模型ある

いは農産物や工業製品などを，特定場所に陳列

して，一定期間これを公衆の閲覧に供すること

をいう。

と解説し (298頁) ，同じく教育学者の細谷俊夫氏は，

『教育方法j (岩波全書248，岩波書店，昭和35年刊)

の中で，

展示の用いられる場面はきわめて広い。たと

えば電気について発電から送電，電力の利用状

況などを模型によって直観的に示し，それにつ

いて教師が説明する。植物や動物の生育状況を

標本で示しながらこれに説明を加える場合もあ

る。木材や石炭の生産過程や用途を示し，それ

を講義の材料とすることもできる。く中略〉

展示の手段となるものには以上のような模型

や標本ばかりでなく，絵画，写真，スライド，

映画などがある。

と用いておられる (155頁)。そして，これらと同じ

例は，前掲『日本国語大辞典』引用の「特許法J で

知られるように法文にも認められ， r博物館法」及び

その関係法規中にも散見することはよく知られてい

る。

以上の内容を，博物館学関係者による四種の用法

と比較してみることにしよう。

A 類は， r並べる J r排列するj 等の意に使われる

ものである。国語本来の語義には，確かに「並べて」

という内容が含まれているが，それは，飽迄も「示

すj 或は「見せる」行為の前提としての方法を指示

しているにすぎない。この点で，この A類の使い方

は，特殊と言えよう。国語の用法とは相容れないも

のである。

それでは，果して漢語の中にこのような使い方が

存するのであろうか。漢和辞典を繕くと，矢張り終

戦前に刊行されたものにはなく，戦後も或程度経過

してから載せられたことが知られる。験に，昭和32

年に刊行された諸橋轍次氏著『大漢和辞典』巻 4 (大

修館書店刊)の「展」の項 (155~157頁)を聞いて

みても，そこには認められない。それのみならず，

平成元年 7 月刊の同巻修訂第 2 版第 1 刷にもない。

そこで，比較的新しく編纂されたものの中から前掲

『広漢和辞典J 上巻(昭和56年刊)を取り上げてみ

ることにする。そこには，

【展示15ン ならべて見せる。「展示会J

とあり (1054頁) ，国語と同じ用法であることが知ら

れる。ただし，これについては，戦後も大分経って

から掲載されたこと，用例に「展示会」を挙げてい

ることを考え合わせるならば，この語が元々漢語に

はなく，国語辞典，或は現代の中国語辞典から採集

された疑いもある。そこで，この語を構成する「展」

と「示」それぞれの字義の面からも探ってみること

にする。

確かに，この辞典に拠れば「並べるJ 意は， r示」

(中巻1381頁，昭和57年刊)にはないが， r展」には

ある(上巻1053頁)。

③@つらねる。ならべる。〔刺広， t遅刻十4く〕

Z理円匹咽(?F 強行冊目~� 0 (j出〕盟主 ο盤以唱。

しかし， r展示」の文字の並びから考えて， r展」は

謂ば「示」を修飾するような関係にある。即ち，語

義全体の重点は， r展」よりも「示」の方にあるので

ある。従って，漢語的な表現の中にも， A類が存在

する可能性はないと言える。

以上を纏めるならば， A類は程度の低い誤用であ

る。今後，決して用いるべきではない。

B 類は， r目的と思想、をもって並べる」の意として

いるが，結局「並べる」意味に用いていることには
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変わりがない。従って， A類同様，その用法は誤り

である。

C 類は， I並べられた状態JI排列が完成している状

態」の意に使われるものである。勿論，乙の類の使

い手が展示と呼ぶその「状態」は，たとえ人々に示

したり見せたりすることを目的としていたとしても，

それは「示すj とか「見せる」行為そのものではな

い。それを行うために用意された資料と，資料およ

びそれの利用者に対する配慮との集合体である。そ

のような意とする使い方は，既に紹介したように，

国語や漢語的な表現の中に存在する可能性がない。

従って，これも誤用にすぎない。

D 類は， I ものを並べて人々に見せる Jの意とする

ものである。これは，国語本来の用法である。

各人によって書かれたものを読むと，確かにこの

意に使われているものが多い。しかし，注意を要す

ることは，博物館や博物館・展示両学の関係者の間

では，この意に徹して用いられることは少なしむ

しろ同一文中に於てすら， A類や C類と混用される

傾向にある。ここに，我々は，この語の乱れの実態

の深刻さを垣間見ることが出来るのである。

以上，述べ来った A ・ B ・ C 各類への批判に対し

て，林氏が前掲『博物館概論J の中で「展示」を「博

物館用語」と見倣しているが (301頁) ，これと同じ

立場に立って反論する向きが一部にはあるかも知れ

ない。しかし，現在のところ，この言葉をそのよう

に扱おうという合意が博物館界や博物館学界には存

在しない。だからこそ，各氏各様の使用法が登場し

たのである。

仮に，それらが館界や学界の合意に基づく「博物

館用語」としての概念規定の結果登場したものであ

ったとしても，国語本来の用法を蔑ろにするものに

ついては，それが判明し次第，言葉の誤用として排

斥しなければならない。とりわけ漢語的な表現をと

るものについては，漢字の常識を逸脱することは許

されない。大体，漢字は，音を示すのみならず内容

をも伴うものであるから，それが熟語となって表現

する概念は，故事成語でない限り，通常それを構成

する個々の漢字によって制約を受けることになる。

勿論，逆に新たな用語をつくる場合には，常に概念

を表わすのに最も相応しい字義を具えた漢字が用意

されなげればならない。もし，これらのことを無視

して，言葉にそれを構成する漢字の内容と懸離れた

概念を与えたとするならば，そこに用いられた漢字

は，最早単なる符帳にすぎず，その文字を使わなけ

ればならない理由が失われてしまう。そして，それ

のみならず，与えられた概念と漢字に具わる内容と

の差が因となって国語を混乱させることにもつなが

るのである。

菟も角，既に接言したように， A ・ B ・ C 各類は，

いずれも国語の用法と漢字の字義を無視した典型的

な言葉の誤用であった。それ故に，如何なる弁護を

講じようとも，それらには，今後，生命を保ち得る

飴地が全く残されていないのである。

因に， I展示」の語義を英単語によって説明しよう

とする傾きもあるようだが，これとて慎重を要する。

例えば，林氏はDisplay (W博物館概論j 301頁)に，

倉田氏は Exhibition (W博物館学講座』第 7 巻160頁)

に当てているが，これに際しては，少なくとも国語・

漢字，そして英語についての基礎を充分に踏えた上

で試みられることを望みたい。

5. 

これまで述べた諸点について纏めるならば， I陳

列j とは，ものを並べることである。そのものが如

何ように並べられるかは，この語とは全く関りがな

い。実行者の意図・意志に係る問題である。

「展示」とは，ものを並べたり広げたりして見せ

る，または示すことである。それは，ものを並べた

り広げたりすることではなく，並べ或は広げたもの

を見せたり示したりする行為である。従って，人々

に見せる為にものを並べまたは広げることは，見せ

る行為が未だ開始されていない状況下で実施される

行為故，陳列ということになる。そしてまた，もの

が並べられた状態，即ち展示資料が置かれるべき位

置に置き終えてある状態は，矢張り見せる行為では

ないので展示とは言えない。

たまたま七氏の文を例示したが，同様の混乱は，

博物館や展示関係の著作物の各所に見受けられる。

今これを正さない限り，博物館や，博物館学とか展

示学と呼ばれる学聞は，国語の中で孤立する存在と

なろう。それのみならず，それらに関係する者達で

さえも，お互いの言葉の用法がそれぞれ異なる以上，

聞くにしても，読むにしても，一つ一つの語義の判
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断をめぐって徒に時間を空費し，時には誤解の渦に

巻き込まれることになろう。

博物館学や展示学は，歴史の浅い新しい学問であ

る。そこで使われる専門的な言葉の多くは，精々三

四十年位の歴史しかもっていない。従って，妥当性

を欠く用語があったとしても不思議ではない。それ

らについては，他の諸学が明治維新このかた百数十

年の聞に経験したと同じように，勇気と柔軟さとを

もって，正してゆく態度が必要である。今，これを

実効をもって行い得るのは，それらの学界と係りが

深い日本博物館協会と，全日本博物館学会と，全国

大学博物館学講座協議会と，日本展示学会であろう。

以上の四会が率先して英智を結集し，これに当られ

ることを期待する。

このことが実現するならば，博物館学が元来，博

物館の健全な発展に寄与することを目的とし，展示

学もまた同様のことを目的としていることから，博

物館で使われる言葉の正常化も自らはかられること

になるであろう。

これで本論は終わるが，摺筆に際して一言付け加

えておく。このように，陳列は菟も角として，展示

の字義について厳しく批判を展開してくると，1自分

のことを棚に上げて，他人の粗をあげつらっている」

とお叱りを受けるかも知れない。申し遅れたが，実

は，私自身も五六年前までは， A 類や C類の誤りを

おかしてきた。しかし，だからといって私のような

浅学者の文を例に出したのでは，学界全体の趨勢を

紹介するには信濃性が弱く，説得力にも欠ける。そ

こで，敢て学界に重きをなす方々の文を姐上に載せ

させていただいた次第である。関係する方々には，

このことについての御寛恕を乞うと同時に，ここで

取り上げた問題について是非御検討下さるようお願

い申し上げたい。

付.

博物館(美術館・動物園等を含む)に係る人々に

は，言葉の用法について，もう一言強調しておきたい。

博物館の活動には，資料を欠くことは出来ない。

資料なくして博物館は存在し得ない。そこで各館の

職員は，自分の専門・非専門を問うことなし勤務

先が保管する資料の保存・育成に精励し，そして時

には，館外に於ける同様の資料についても，その保

護・保存に協力したり，或はその必要性を率先して

訴えたりすることにもなる。

これは，単に博物館活動の基礎となるべき資料の

保存と，将来に於ける資料供給の円滑化を目指して

の環境づくりの為だけに行われていることではない

筈である。

大体，このような専門的な活動に携わる博物館職

員は，それぞれの資料の所属分野を専攻する学者で

ある。その学者が，学者として第ーに守るべき義務

は，自らが専攻する学問の資料の保護・保存である。

この資料なくして，その学聞は立ち行かないからで

ある。縦令，記録や図を作り，写真を撮っておいた

としても，時間の推移と共に学問や技術は進歩し，

以前の記述や図・写真では，真実の解明には程遠い

存在となる。また，仮令それらの観察記録が作られ

て間もない時期であったとしても，それらは，それ

らを作成した人の能力の範囲内で表現されたものに

すぎず，資料に具る内容の総てを漏らさず、物語って

いるとは限らない。そこで，研究とか，真実の探究

に際しては，常に真物としての原の資料に直接する

必要が生まれてくる。従って，博物館に勤務し，資

料を専門に扱う職員は，この面からも，資料の保存・

育成に熱心でなければならないのである。そして，

このことを行う時，学問というものは単独に存在す

るものでなく，総ての学聞が，直接に，或は間接に

お互いに係り合っているという現実を考えるならば，

自分の専門分野の資料の保存にさえ意を注げばよし

他の分野の資料は蔑ろにしてよいということには決

してならない筈である。勿論，無闇矢鱈に専門外の

ことに手を出せ，と言っているのではない。少なく

とも，保護・保存の害になるような乙とをしてはい

けないということである。

このことを考える時，言葉とて同じな筈である。

それは，国語学の資料であり，これまでの歴史を反

映した大切な文化遺産でもある。それ故に，それを

用いる時には，好加減に扱ってはならなνのである。

たとえ学術用語として使用する場合であっても，ま

た外国語の翻訳語を作る場合であっても，今現実に

使われている言葉の意味を無視して，新たな概念を

付加することは容認されるべきではない。それは，

国語資料を破壊し，文化遺産を破壊するのみならず，

国語を混乱させることにもつながるからである。
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